
令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　実施状況及び効果

1 休業要請事業者経営
継続支援事業

商工振興課

①県と協調し、休業要請等に応じた中小法人・個人事業主の事
業継続を支援
②中小法人・個人事業主への支援金
③次の３つの要件をすべて満たす中小法人及び個人事業主
(1)兵庫県内に事業所を置く中小法人及び個人事業主で、令和２
年３月１日以前に創業していること。(2)令和２年４月又は５月の売
上が前年同月対比で50%以上減少していること。(3)兵庫県の休業
要請等に応じて、対象となる施設を、緊急事態措置期間中、継続
して休業していること。

R2.4.28 R2.10.31 19,000,000 19,000,000 

 【当初支給分（対象：5/6までの休業等）】
事業者支援として、2,318者に47,967,000円（たつの市負担分）交
付を見込んでいたが、160者、15,300,000円（実施率32％）交付を
実施した。
【追加支給分（対象：5/7以降の休業等）】
事業者支援として12,086,000円（たつの市負担分）交付を見込んで
いたが、103者、3,700,000円（実施率31％）交付を実施した。

対象事業者263件に支援金を支給し、新型コロナの影響を受
ける事業者への経営継続支援に寄与した。

TRUE

2 事業者緊急支援給付
金給付事業

商工振興課

①新型コロナウイルスの影響によりR2.1～12月のいずれかの月
の売上が前年同月比で20％以上減少している中小企業・個人事
業主に対して事業者緊急支援給付金を支給する。
②中小企業・個人事業主への給付金
③市内事業者

R2.5.20 R3.3.31 167,800,000 159,000,000 事業者支援として、1,000者に100,000,000円交付予定であったが、
1,678者、167,800,000円（実施率168％）交付を実施した。

対象事業者1,678件に支援金を支給し、新型コロナの影響を
受ける事業者への経営支援に寄与した。

TRUE

3 たつのふるさと応援グ
ルメ券発行事業

商工振興課

①新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、大きな影響を受け
ている市内の飲食事業者の経営を支援するため、市内飲食店で
利用できるプレミアム付グルメ券を発行する（1世帯2冊まで購入
可能）。
②たつのふるさと応援グルメ券及び商品券交付金
③たつのふるさと応援グルメ券及び商品券登録店

R2.5.15 R4.2.28 643,230,500 207,000,000 
645,014,500円分のグルメ券（6,500円／冊×99,233冊）を販売し、
利用された市内事業者に対し、643,230,500円（実施率99%）交付を
実施した。

新型コロナの影響を受ける飲食事業者への経営支援に寄与
した。

FALSE

4
新型コロナウイルス感
染症緊急雇用対策事
業

総務課

①新型コロナウイルス感染症の影響により、離職、解雇、雇い止
め等を余儀なくされた方や内定取り消しとなった方を優先的に、
会計年度任用職員として雇用する。
②会計年度任用職員人件費
③会計年度任用職員

R2.5.1 R3.3.31 3,798,007 3,700,000 
新型コロナウイルス感染症の影響により離職等された方を3名、
会計年度任用職員として計画通り雇用した。

当初予定していた人数を雇用し、コロナ禍における雇用創出
に寄与した。

TRUE

5 子育て応援臨時給付
金給付事業

児童福祉課

①新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、子育て世帯の
経済的負担を軽減するため、「たつの市子育て応援臨時給付金」
を支給する。
②子育て応援臨時給付金
③児童手当受給者（特例給付受給者は除く）
　 児童扶養手当受給者（全部支給停止者は除く）

R2.5.15 R3.3.31 126,120,000 126,120,000 
給付金の支給として、児童手当受給者（5,737人、対象児童10,000
人）100,000千円、児童扶養手当受給者（570人）28,500千円を見込
み、計画通り実施した。

新型コロナの影響を受ける子育て世帯の経済的支援をする
ため、児童手当受給者（5,581人、対象児童9,807人、98,070
千円）、児童扶養手当受給者（561人、28,050千円）に給付金
を支給し、子育て世帯の経済的負担の軽減に寄与した。

TRUE

6 妊婦臨時特別給付金
支給事業

健康課

①感染症への精神的不安を抱える妊婦を支援するため、給付金
を支給する。
②給付金
③市内の妊婦（ア　令和2年4月28日から令和3年4月1日までに新
生児を出産、イ　令和2年4月28日時点の妊婦、ウ　令和3年4月1
日までに出産予定のいずれかに該当する者）に対し1人5万円給
付

R2.4.28 R3.3.31 18,950,000 18,500,000 
妊婦等の感染防止対策をとりやすくするとともに、精神的負担の
軽減を図るため、379人に臨時特別給付金（一時金）50,000円を支
給した。（実施率100％）

対象者379人に臨時特別給付金を支給し、新型コロナの影響
を受ける妊婦等への経済的・精神的負担の軽減に寄与した。

TRUE

7 市民乗り合いタクシー
運行事業

まちづくり推進課

①新型コロナウイルス感染症により利用者数及び稼働率が減少
している市民乗り合いタクシーについて、事業の継続を支援し、
市内の公共交通網を確保維持するため、運行事業者に支援金を
給付する。
②支援金
③市民乗り合いタクシー運行業者

R2.7.1 R2.7.22 1,800,000 1,800,000 対象事業者6件に対し、計画通り支援を実施することができた。
対象事業者6件に支援金を支給し、新型コロナの影響を受け
る事業者への経営支援に寄与した。

TRUE

8 小中学校ＧＩＧＡスクー
ル構想推進事業

小中一貫教育推進課

①児童及び生徒へ１人１台端末を整備するとともに、Wi-Fi環境が
整っていない家庭に貸与するモバイルルータや、学校で使用する
カメラ・マイクを整備し、緊急時においても在宅学習ができる環境
を整備する。
②・端末、モバイルルータ、学校用通信装置（マイク・カメラ）購入
に係る経費のうち国庫補助対象外経費及び設置に係る経費
・インターネットセキュリティ対策のための経費
③市内小中学校

R2.6.25 R3.3.31 167,232,508 165,000,000 

感染症対策として以下の物品を購入し、計画通り実施することが
できた。
・タブレット端末2,322台購入
・モバイルルータ17台購入
・マイク及びカメラ49台購入
・WEBセキュリティソフトライセンス購入
※タブレット端末は全体で6,330台を購入し、うち4,008台は、公立
学校情報機器整備費補助金を活用し購入。残りの2,322台を本交
付金を活用し購入したもの。

公立学校情報機器整備費補助金と本交付金を活用し、全児
童・生徒にタブレット端末を整備できたため、授業でのタブ
レット端末の活用が進んでいる。授業中、タブレット端末を週
１回以上使う割合が89.4％となっており、国、県と比較しても
高い数値となっている。
また、延べ39世帯へのモバイルルータの貸出実績があり、新
型コロナ等による休校時等の児童・生徒へのオンライン授業
も実施することで、学習機会の確保につながっている。

TRUE

9 学びの保障推進事業 学校教育課

①学校臨時休業による未指導分の補習及び家庭学習の推進
②オンライン家庭学習システム導入及びZoom（Web会議システ
ム）導入に係る経費、効率的な学習のための経費
③市内小中学校

R2.8.1 R3.3.31 27,626,775 25,000,000 

（１）市内小中学校（21校）に学習指導員を配置した。
（２）全中学校（5校）の普通教室（55教室）に電子黒板機能付きプ
ロジェクター及び実物投影機を計画どおり整備することができた。
（３）個人が家庭でも学習を進められるように、オンライン学習支援
ソフトの個人IDを全児童生徒に配布した。

全小中学校（21校）に学習指導員を配置、全児童生徒にオン
ライン学習支援ソフトの個人IDを配布、全中学校（5校）の普
通教室（55教室）に電子黒板機能付きプロジェクター及び実
物投影機を整備したことで、臨時休業に伴う自学自習環境の
充実、履修カリキュラムの遅れの挽回、生徒や保護者の不安
感の解消につながった。

TRUE

Ｎｏ 交付対象事業の名称 担当課

事業の概要
①目的
②交付金を充当した経費内容
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業
始期

事業
終期

実施状況 効果総事業費
（単位：円） うち臨時交付金

（単位：円）
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Ｎｏ 交付対象事業の名称 担当課

事業の概要
①目的
②交付金を充当した経費内容
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業
始期

事業
終期

実施状況 効果総事業費
（単位：円） うち臨時交付金

（単位：円）

10 社会教育施設感染症
拡大防止対策事業

社会教育課

①社会教育施設利用にあたり、感染拡大防止のため必要な措置
を講じる。
②感染防止対策経費
③市内社会教育施設

R2.6.26 R3.3.31 10,621,269 9,400,000 

 公民館、図書館、コミセンのうち9施設28か所のトイレ手洗いを自
動水栓化、4図書館に図書消毒機を各１台配備、また消毒液、非
接触型体温計、マスク等感染防止用品を社会教育施設25施設に
配備した。

トイレ手洗いの自動水栓化、図書消毒機の配備により接触
機会を大幅に減らし、感染リスクの低減につながった。
手指消毒液、非接触型体温計等を社会教育施設に配備した
ことで、利用者の感染防止を徹底できた。

TRUE

11 庁舎感染症拡大防止
対策事業

総務課

揖保川総合支所地域振
興課

①本庁舎等に感染拡大防止対策を実施する。
②感染防止対策経費
③本庁舎、総合支所

R2.7.6 R3.3.31 32,098,660 31,900,000 

コロナ禍において、市役所等の行政機能を継続させるため、アク
リルパーティション、消毒液、体温測定機等を設置し、窓口での感
染拡大防止対策を強化した。
また、来客使用度の高い18箇所に自動水栓を設置し、計画通り、
水詮の自動化を進めることができた。

全ての課の相談窓口等へのアクリルパーティション、消毒液
の設置が完了し、新型コロナウイルス感染症拡大防止に寄
与した。
また、18箇所の水栓非接触化により、蛇口に触れない手洗い
が可能となり、新型コロナウイルス感染症予防の進展に寄与
した。

TRUE

12
新型コロナウイルス感
染症拡大防止対策事
業

危機管理課

①マスク等を購入し、市内公共施設へ配布する。また、避難所で
の生活環境を整えることで、避難者の健康及び安全・安心な生活
を確保する。
②感染防止消耗品、防災用物品
③市内公共施設及び避難所

R2.5.15 R3.3.31 25,770,781 17,300,000 

感染防止対策及び避難所環境整備として、手指消毒液560本、手
指消毒液詰換用12本、不織布マスク200,000枚、災害用弾性ストッ
キング375足、フェイスシールド1,000枚、非接触型電子検温器50
個、防護衣530着、備蓄用ガソリン缶詰48缶、避難所用簡易間仕
切り58セット、避難所用間仕切りテント133セット、屋内型避難テン
ト100セット、段ボールベッド・間仕切り240人分、USB充電器50個、
発電機14台を購入した。

感染防止対策及び避難所環境整備物品を配備することで、
避難所における感染症防止対策を図ることができた。

TRUE

13 西はりま消防組合事業 危機管理課

①感染拡大防止対策として、救急車両や署内に必要な措置を講
じる。
②負担金（感染拡大防止対策経費として）
③西はりま消防組合たつの消防署所管の救急車両

R2.6.25 R2.12.15 1,489,333 1,400,000 
たつの消防署所管（6台）に配備されている救急車に対し、オゾン
除染機器を導入した。

所管する救急車6台へ、オゾン除染機器を設置し、救急車内
における消防隊員等の感染リスクを低減させた。

TRUE

14 消防団活動事業 危機管理課

①消防団活動時に使用する手指消毒剤及びマスクを配布するこ
とにより、団員の感染拡大を防ぐ。
②感染拡大防止消耗品
③市消防団

R2.7.20 R2.12.25 606,430 600,000 消防団活動時の感染防止対策として、手指消毒用アルコール50
本、不織布マスク10,000枚を購入し、各分団へ配布した。

消防団47分団に対し、感染防止対策物品を配備することで、
消防団活動における感染防止対策を図ることができた。

TRUE

15 病院事業 財政課

①感染患者及び感染疑い患者の診療棟に従事した職員に対す
る作業手当、並びに院内感染防止のため必要な設備に係る運営
費を支援する。
②負担金（感染症対策作業手当、自動温度計測カメラに係る経
費として）
③地方独立行政法人たつの市民病院機構

R3.3.31 R3.3.31 11,102,748 9,700,000 

延べ2,627人の職員が感染患者や感染疑い患者への対応を実施
し、手当を支給した。
感染防止対策として自動温度計測カメラを購入し、病院正面入り
口に設置した。

適正な手当の支給により、必要な人員体制を確保すること
で、発熱等診療・検査医療機関として発熱患者への診療や
3,671件の検査を行う等、新型コロナウイルス感染症に対して
地域で求められている医療を提供した。
病院の正面入り口に自動温度計測カメラを設置し、病院内の
新型コロナウイルス感染症拡大防止に寄与した。

TRUE

16
宅配ボックス設置支援
事業

環境課

①感染拡大防止対策として宅配便による接触機会の最小限化を
図るため、宅配ボックスの導入を支援する。
②宅配ボックス購入助成金
③住民基本台帳に登録され、宅配ボックスを設置する住宅に自ら
居住する個人
購入代金の1/2（上限2万円）を助成

R2.7.17 R3.3.31 2,945,000 1,900,000 
宅配ボックス購入助成金として、3,500千円交付予定であったが、
申請があった方に対し、2,945千円（執行率84.14％）交付を実施し
た。

申請のあった209件に補助金を交付し、新型コロナウイルス
の感染拡大防止に寄与した。

TRUE

17
障害者福祉タクシー利
用料助成事業

地域福祉課

①重症化が懸念される障害者における感染リスク低減のため、
既存のタクシー助成事業の利用者に対し追加助成を行う。
②タクシー券支給経費
③障害者福祉タクシー利用者

R2.9.1 R3.3.31 1,050,300 800,000 
感染防止対策として従来の障害者福祉タクシー利用料助成事業
で配布する1枚500円のタクシー券を上乗せで5,238枚配布した。

上乗せ配布した5,238枚の内、2,100.6枚（500円のタクシー券
と200円のデマンドタクシー券との等価交換が可能。枚数は、
タクシー券で換算）の使用実績があり、新型コロナウイルスの
感染防止に寄与した。

TRUE

18 高齢者タクシー事業 高年福祉課

①重症化が懸念される高齢者における感染リスク低減のため、
既存のタクシー助成事業の利用者に対し追加助成を行う。
②タクシー券支給に係る経費
③高齢者タクシー利用者

R2.9.1 R3.3.31 4,456,300 2,000,000 
感染症防止対策として従来の高齢者タクシー事業で配布する1枚
500円のタクシー券を上乗せで22,845枚配布した。

上乗せした22,845枚の内、8912.6枚（500円のタクシー券と200
円のデマンドタクシー券との等価交換が可能。枚数は、タク
シー券で換算）の使用実績があり、新型コロナウイルスの感
染防止に寄与した。

TRUE

19
高齢者元気活き活きリ
フレッシュ事業

高年福祉課

①外出自粛を余儀なくされた高齢者の元気回復や外出へのきっ
かけづくりとして、たつのふるさと応援グルメ券を配布する。
②グルメ券交付に係る経費
③数え年75歳以上の市民

R2.7.17 R3.3.31 33,507,500 24,000,000 
外出自粛を余儀なくされた高齢者の心身の健康維持及び増進を
図るため、数え年75歳以上の高齢者に対し、たつのふるさと応援
グルメ券を配布した。

76,518枚のうち、67,015枚の使用実績があり、コロナ禍におけ
る高齢者の心身の健康維持及び増進に寄与した。

TRUE

20 感染症対策事業 健康課

①各種集団検診時における感染症拡大防止対策として、必要な
物品を購入するとともに、健診会場の安全を確保するため、自動
温度計測カメラを導入する。
②感染症対策物品
③各種健診会場

R2.8.1 R3.3.31 4,457,661 3,800,000 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として健診会場の安全
確保のため発熱者の検知を行う自動温度計測カメラシステム一式
2台、顔認証型ＡＩサーマルカメラ3台(各総合支所分）、非接触体温
計15台、また、健診会場の換気対策として工業扇風機5台を計画
通り購入し、その他アルコール綿花、感染症防護服、医療用ガウ
ン、医療用手袋、アルコール消毒剤等を購入し、健診日数を1日減
らして実施した。

感染症予防のための機器の使用、医療物品を使用すること
で9月以降の健診受診者1,724人、乳幼児健診941人に対して
新型コロナウイルス感染拡大予防を果たした。また、同じ会
場を使用する来所者に対しても感染症拡大予防に寄与した。

TRUE

21 地域外来・検査セン
ター体制支援事業

健康課

①市内の感染症検査体制強化対策として、開設予定の地域外
来・検査センターの運営に対し、医師・看護師の出務費等を支援
する。
②運営補助金、損害賠償保険料
③地域外来・検査センター

R2.10.1 R3.3.31 2,062,558 2,000,000 

新型コロナウイルス感染症検査体制強化対策として、帰国者・接
触者外来でのPCR検査の実施に対し、たつの市・揖保郡医師会
が医師を派遣した際の出務費を支援した。
当初医師の出務を、延べ75人を想定していたが、56人となった。

新型コロナウイルス感染症クラスターの発生等により検査必
要者数が増加した場合に医師会医師を帰国者・接触者外来
に派遣し、検査体制を整えることで、新型コロナウイルス感染
症拡大防止に寄与した。

TRUE
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22
商店街お買物券・ポイ
ントシール事業

商工振興課

①感染拡大の影響を受けた地域の商店街を支援するため、地
域・期間限定のポイントシール事業実施に係る経費を補助する。
②事業補助金
③協同組合龍野ショッピング

R2.11.10 R3.3.3 4,894,000 1,500,000 

商店街等支援として、1団体（13者）に7,663,000円（たつの市負担
分）交付予定であったが、当初の見込みよりポイントシールによる
プレミアム還元が少なかったため、4,894,000円（実施率64％）交付
となった。

商店街1団体に補助金を支給し、新型コロナの影響を受ける
事業者13者への経営支援に寄与した。

TRUE

23 国民宿舎事業 商工振興課

①感染症拡大防止対策に必要な環境整備に対し、指定管理者に
支援金を給付する。
②支援金（各種感染防止物品、施設の環境整備に要する経費と
して）
③たつの市国民宿舎赤とんぼ荘及び志んぐ荘指定管理者

R2.7.1 R3.3.31 31,000,000 31,000,000 

感染症拡大防止対策を施すため、洗面所自動水栓化、小便器自
動水栓化をそれぞれ16基ずつ行い、アクリル板、距離を確保した
宴席レイアウトを行える座卓の導入等の施設の環境整備、また、
安全で安心な施設として営業するための感染防止に必要な消毒
液等の物品購入に対する支援金を支給した。

新型コロナの影響による人流抑制の流れの中で、宿泊、休
憩客が激減し経営環境が悪化している指定管理者に対し
て、事業の継続を支援することで、国民宿舎の健全かつ円滑
な運営体制の確保を図り、市民の憩いの場を確保し、地域の
活性化、雇用の確保、経済循環促進に寄与した。

TRUE

24
お得にたつの観光キャ
ンペーン事業

観光振興課

①感染症拡大の影響を受けた観光事業の回復を図り、さらなる
観光資源の魅力を発信するため、国及び県の旅行キャンペーン
に追加補助するとともに、旅行キャンペーンを利用されない個人
予約旅行者に対しても補助する。
②補助金
③
〇Go to Travelキャンペーンとの連携
市内の宿泊施設利用者に対し、1人1泊あたり旅行代金の1/4補
助（上限6千円）
〇Welcome to Hyogoキャンペーンとの連携
【宿泊】市内宿泊施設を利用する場合、旅行業者に対し、1ツアー
3万円補助（50ツアー限定）
【日帰り】市内観光施設等を利用する場合、旅行業者に対し、1ツ
アー1.5万円補助（100ツアー限定）
〇たつの市おもてなしキャンペーン
市内宿泊施設を利用する場合、1人1泊あたり以下のとおり補助
宿泊代金2万円以上→市民1万円補助、市民以外8千円補助
宿泊代金1万円以上2万円未満→市民6千円補助、市民以外5千
円補助
宿泊代金1万円未満→市民3千円補助、市民以外2千円補助

R2.7.18 R3.8.31 96,526,660 73,000,000 

国が行うGo to Travelキャンペーン事業との連携として、3,000人の
利用予定者に対し、利用者数1,169人、3,955,500円を補助金として
交付した。
兵庫県が行うWelcome to Hyogoキャンペーン事業との連携とし
て、150ツアーの予定に対し、14ツアー（利用者数71人）360,000円
を補助金として交付した。
本市独自の事業として、たつの市おもてなしキャンペーンを実施
し、19,000人の利用予定者に対し、利用者数　16,055人、
92,211,160円を補助金として交付した。

新型コロナウイルス感染症の影響により苦しい状況にある市
内宿泊施設19施設のうち、18施設が本事業への事業者登録
を行い、市内外から観光客の受入れを行った。
新型コロナウイルス感染症が拡大する中で、約1か月半の
間、新規予約を停止したが、当初見込み額に対して執行率
84.9％であったことから、市内宿泊施設への支援として効果
があったと考える。
なお、利用者数の割合として、市民が16.1％、市外からは
83.9％の利用があった。

FALSE

25
コミュニティバス等運行
事業

まちづくり推進課

①市内を運行するコミュニティバス、路線バス及び定住自立圏域
バスに対し、車内における感染症拡大防止用物品経費及び3密
防止対策に伴う臨時便の運行経費を支援する。
②支援金
③コミュニティバス、路線バス及び定住自立圏域バス運行事業者

R2.7.22 R3.3.31 2,360,000 2,360,000 対象事業者2件に対し、計画通り支援を実施することができた。
対象事業者2件に支援金を支給し、新型コロナの影響を受け
る事業者への経営支援に寄与した。

TRUE

26 高校生等奨学給付金
支給事業

教育総務課

①感染症拡大の影響を受け、家計急変により収入が激減し低所
得者となった世帯に対し、奨学給付金を支給する。
②給付金
③県が実施する高校生等奨学給付金制度対象者1人につき2万
円上乗せ

R2.10.1 R3.3.31 3,791,116 3,000,000 

新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変により収入が激減
するなどした生活困窮世帯のうち、高校生等を持つ市内在住の世
帯の保護者に対し、給付金を支給した。
支給対象保護者　167名（支給対象生徒189名、生徒1名につき2
万円）

新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、その影響により
家計が急変した高校生等のいる子育て世帯に対し、当該給
付金を支給することで、生活の安定を支援することができた。

TRUE

27
公立こども園等環境改
善事業

教育環境整備課

①認定こども園及び保育所施設において、感染症拡大防止対策
を行う。
②手洗い場等自動水栓、トイレ洋式化
③市内認定こども園及び保育所施設

R2.10.8 R3.3.1 4,492,260 4,400,000 
こども園等の感染防止対策として、手洗い水栓を98台自動水栓
化、トイレを5基洋式化する計画に対して、計画通り実施した。

必要とされるこども園等の手洗場全てに自動水栓を１台以上
設置し、児童用トイレは100％が洋式化されることで、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止に寄与した。

TRUE

28
民間こども園等環境改
善事業

教育環境整備課

①認定こども園及び保育所施設において、感染症拡大防止対策
として、手洗い場等の水栓自動化に対し補助金を交付する。
②手洗い場等の既存水栓を自動化する費用に係る補助金
③市内民間認定こども園、保育所及び認可外保育施設

R2.8.24 R2.12.25 1,823,000 1,800,000 
民間認定こども園・保育所22施設を対象に、手洗い場等の自動水
栓化費用の補助を計画し、申請のあった12施設（対象施設の
54.5％）に補助金を交付した。

手洗場等の自動水栓化費用の補助を行うことで、民間認定こ
ども園・保育所の54.5％にあたる12施設が自動水栓を導入す
ることで、新型コロナウイルスの感染拡大防止に寄与した。

TRUE

29 小中学校施設環境改
善事業

教育環境整備課

①感染症拡大防止対策として、体育館等の有圧換気扇及び網戸
の整備、手洗い場等の自動水栓化、トイレ洋式化を実施する。
②換気扇、網戸、自動水栓化、トイレ洋式化に係る経費
③市内小中学校施設

R2.9.30 R3.3.31 33,025,963 29,000,000 
小中学校の感染防止対策として、手洗い水栓を691台自動水栓
化、トイレを97基洋式化、網戸を817枚設置、換気扇を19台設置す
る計画に対して、計画通り実施した。

必要とされる小中学校の手洗場全てに自動水栓を１台以上
設置、校舎生徒用トイレ全てに洋式トイレを１基以上設置、体
育館全てに換気扇と網戸を設置することで、新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止に寄与した。

TRUE

30 幼稚園施設環境改善
事業

教育環境整備課

①幼稚園施設において、感染症拡大防止対策として、手洗い場
等の水栓を自動化する。
②手洗い場等自動水栓に係る経費
③市内幼稚園施設

R2.10.8 R2.12.25 763,556 700,000 幼稚園の感染防止対策として、手洗い水栓を21台自動水栓化す
る計画に対して、計画通り実施した。

必要とされる幼稚園の手洗場全てに自動水栓を１台以上設
置することで、新型コロナウイルスの感染拡大防止に寄与し
た。

TRUE

31 小中学校修学旅行補
助事業

学校教育課

①修学旅行を実施するにあたり、感染症拡大の影響で発生する
追加費用を補助し、保護者の負担を軽減する。
②企画変更料等補助金
③市内小中学校

R2.8.1 R3.3.31 3,644,220 3,600,000 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で発生した過分費用（企画
変更料、キャンセル料等）に対して補助を行った。
　小学校：12校（1,731,929円）
　中学校：5校（1,912,291円）

修学旅行を実施するにあたり、新型コロナウイルス感染症拡
大の影響で過分費用（企画変更料、キャンセル料等）が発生
した17校に対して支援を行い、保護者の経済的な負担軽減
を図ることができた。

TRUE
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32 日本遺産推進事業 歴史文化財課

①室津地区においてイベントを開催し、感染症の影響により落ち
込んだ観光客の集客を図るとともに、国または県の旅行キャン
ペーンと連携する。
②イベント実施に係る経費
③対象：一般客、会場：室津地区イベント会場

R2.8.2 R2.11.25 5,192,050 4,500,000 
 北前船日本遺産認定1周年記念事業として、賀茂神社修復記念
奉納能「賀茂」の実施、パブリックビューイングの実施、もやい石・
御番所跡公園お披露目式典を計画通り行った。

全国でも唯一のもやい石の全体像の公開により、北前船構
成文化財の周知を図ると共に、室津の特色を発信。もやい石
の公開にあわせて説明板を設置、周辺を御番所跡公園とし
て整備し、音声ガイドによる案内板を設置するなど、よりふる
さとの歴史を身近に感じてもらうことができた。また、来訪者
への情報発信を行うことができた。記念式典及び関連行事に
おいては、地元住民約300人に加え、市外より約200人が来
場。また、県の旅行キャンペーンと連携し、関連行事として室
津を周遊するツアーを実施、市外から多くの集客を得た。
国会議員・県会議員など多くの来賓の臨席があった。同時に
インターネットで世界に配信でき観光・交流人口の増加に効
果を得た。

TRUE

33 体育館管理運営事業 スポーツ振興課

①感染症拡大防止対策として、換気設備の整備及びトイレ手洗
い場の水栓を自動化する。
②換気設備更新及び自動水栓化に係る経費
③市立体育館

R2.8.20 R3.3.31 2,904,110 2,900,000 

スポーツ振興課所管施設（龍野体育館、新宮スポーツセンター、
揖保川スポーツセンター、御津体育館）に下記のとおり感染症拡
大防止対策を実施した。

・手洗い場の自動水洗化の実施　 1,445,510円
　4施設全てで実施
・大型ビックファンの導入（計10台）　677,600円
　龍野体育館　3台、新宮スポーツセンター　2台、
　揖保川スポーツセンター　3台、御津体育館　2台
・大型冷風機の導入（計4台）　       781,000円
　各施設　1台

大型ビックファン、大型冷風機を導入することにより施設内の
換気効率を高めた。また、手洗い場を自動水洗化し身体が直
接接触する機会の削減も実施した。
その結果、市内体育施設でのクラスター等を防止し、市民が
安心してスポーツに取り組める環境を構築した。

TRUE

34
新宮温水プール管理事
業

スポーツ振興課

①感染症拡大防止対策に必要な環境整備に対し、指定管理者に
支援金を給付する。
②支援金（各種感染防止物品、施設の環境整備に要する経費と
して）
③たつの市新宮温水プール指定管理者

R2.7.29 R2.9.4 4,000,000 4,000,000 

感染拡大防止対策に必要な経費として、指定管理者へ支援金400
万円を給付。主な対策は次のとおり
3密回避のためコーチの増員　　　　 1,564,000円
消毒作業のため受付監視員の増員　1,365,000円
アルコール消毒液、次亜塩素酸ナトリウム等購入　293,150円
換気のための空調設備整備　　　　　1,027,588円

幼児・ジュニアクラス一日平均2人のコーチを増員することに
より3密を回避し、また、受付監視員は消毒業務や誘導のた
め一日4時間1人増員し、消毒や導線分離、換気の徹底を行
うことにより、新型コロナウイルスの感染拡大防止に寄与し
た。

TRUE

35 窓口順番待ち受付シス
テム導入事業

総務課

①窓口受付システムを導入し、待ち状況をモニターで表示するこ
とで、来庁者の待合での混雑・三密解消に寄与する。
②システム導入経費
③庁舎窓口

R2.12.23 R3.3.31 15,154,700 15,100,000 
来庁者の多い市民課、国保医療年金課に窓口受付システムを導
入し、番号順に対応することで、来庁者に待ち時間等を把握させ
やすくし、窓口周辺の混雑緩和を図った。

窓口混雑が緩和され三密が解消し、新型コロナウイルス感染
症拡大防止に寄与した。

TRUE

36 連合自治会関係事業 総務課

①各自治会に対し、自治会活動中の感染症拡大防止対策に必
要となる物品を配布する。
②物品費及び配送経費
③市内各自治会

R2.10.29 R3.3.31 4,344,984 4,340,000 
市内212自治会に消毒液や非接触型体温計等を配布し、コロナ禍
においても各地域での自治会活動が円滑に進められるよう対応を
行った。

自治会で感染対策が進められるようになり、コロナ禍におい
ても地域活動が停滞せずに実施された。

TRUE

37
感染症予防消毒液支
給事業

危機管理課

①感染予防の習慣化による新たな生活スタイルの確立を目指し、
各家庭に消毒液と携帯用容器を支給する。
②物品費及び配送経費
③市内各世帯

R2.10.8 R3.3.31 29,205,440 29,100,000 

手指消毒用アルコール31,000本、アルコール消毒液携帯用容器
62,000個を購入し、30,397世帯（R2.11.2時点）に対し、世帯ごとに
消毒液1本、携帯用容器2個を配布した。また、R3.3.31までの転入
世帯等についても同様に配布を行った。

市内全世帯（30,397世帯：R2.11.2時点）に対し、手指消毒用
アルコール及び携帯用容器を配布することで、市民の感染症
の拡大防止対策及び新たな生活スタイルの確立を図ること
ができた。

TRUE

38 証明書自動交付機設
置事業

デジタル戦略推進課

①各種証明書の発行窓口における３密を軽減するため、庁舎に
証明書自動交付機を設置する。
②端末導入経費
③本庁及び総合支所

R2.11.16 R3.3.31 17,856,817 17,800,000  【交付実績】
R2　　132件（R3.2月～3月まで）

証明書自動交付機の導入により、証明書の取得に来られた
来庁者を分散するとともに、窓口での滞在時間の短縮や不
特定多数の接触を避けることができた。また、手数料を100円
安価にすることで、より効果的に利用していただくとともに、マ
イナンバーカード取得のきっかけに繋がり、住民サービスの
向上や職員の窓口業務の軽減にも寄与することができた。

TRUE

39 介護施設等非接触型
面会促進事業

高年福祉課
①非接触型の面会を促進するため、タブレット端末を支給する。
②端末導入経費
③市内医療機関、介護施設及び障害者施設

R2.11.9 R3.3.31 4,654,320 4,065,000 
新型コロナウイルスの感染経路の遮断という観点から、非接触型
の面会を促進するため、医療、介護及び障害者施設43事業所へ
タブレット端末機器を2台ずつ配布した。

新型コロナウイルスの影響により、家族等との直接面会を中
止している事業所においても、本機器を用いた非接触型の面
会を継続することができる。
本事業を実施し、施設からも感謝の声をいただいている。

TRUE

40
医療機関感染症対策
物資支援事業

健康課
①市内医療機関及び歯科医院に消毒剤を配布する。
②消毒剤に係る経費
③市内医療機関及び歯科医院

R2.10.1 R2.12.28 1,116,500 1,100,000 
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策としてアルコール消毒剤
を市内医療機関及び歯科医院70か所に計画通り配布した。

市内医療機関及び歯科医院を訪れる受診者に対して、消毒
剤を市内医療機関及び歯科医院に配布することで新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止に寄与した。

TRUE

41 市民へエールアトラク
ション設置事業

都市計画課

①市外・県外への外出自粛を余儀なくされている中で、市内で楽
しみ、喜びを与えられる空間を提供し、市民の元気回復を図る。
②アトラクション運営費
③市民

R2.10.9 R2.12.26 1,540,000 1,500,000 
イベント実施に必要な消耗品購入及び修繕を実施
メリーゴーランドの設置・運営を業者に委託し、計画通り7日間実
施（R2.12.19～12.25）

延べ約5,000人が来場され、公園利用者にとっての新たな遊
び場として、多くの子どもたちや家族連れに楽しんでいただ
き、好評を得た。

TRUE

42 市内タクシー感染症予
防応援事業

まちづくり推進課

①市内タクシー事業者に対し、車内での感染症拡大防止対策に
必要となる物品に係る経費を支援する。
②事業者支援金
③市内タクシー事業者

R2.10.15 R2.11.5 360,000 360,000 対象事業者5件に対し、計画通り支援を実施することができた。
対象事業者5件に支援金を支給し、新型コロナの影響を受け
る事業者への経営支援に寄与した。

TRUE
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43 こども園等従事者慰労
金支給事業

幼児教育課

①社会的な要請により勤務を余儀なくされた、市内の私立こども
園等に勤務する従事者に慰労金を支給する。
②慰労金
③市内私立こども園、私立保育所、認可外保育施設に勤務する
従事者

R2.10.1 R3.3.31 11,850,000 11,850,000 市内私立保育所7園142名、私立認定こども園8園228名、認可外
保育施設5施設25名の合計395名に慰労金の支給を実施した。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に努めながら業
務の継続に務めた私立保育施設職員395名に対し慰労金を
支給し、従事者の精神的な支援につなげることができた。

TRUE

44 インフルエンザ予防接
種助成事業

健康課

①インフルエンザ流行期において、集団感染が危惧される小学
生や中学生を対象に予防接種費用の助成を行い、疾病予防及び
重篤化予防とともに医療提供体制の逼迫を防止する。
②予防接種助成に係る経費
③市内小中学生

R2.10.1 R3.3.31 7,414,050 7,100,000 

1回1,500円のインフルエンザ予防接種助成券を、小学生、中学生
に対して13歳未満（4,437人）に2枚、13歳以上（1,719人）に1枚送
付し、13歳未満は2,487人（56.0％）、13歳以上は867人（50.4％）の
使用率だった。

新型コロナウイルス感染症対策として、小中学生に対しても
追加助成を行ったがインフルエンザが流行しなかったことも
あり使用率は約半数の利用率であった。しかし感染予防と重
症化予防の意識づけに寄与した。

TRUE

45 学校保健特別対策事
業費補助金

教育総務課

①学校再開に伴う感染症拡大防止及び臨時休校の影響による夏
休み期間の授業実施のため必要な措置を講じる。
②感染防止物品、保護者への連絡対策等に係る経費
③市内小中学校

R2.4.1 R3.3.31 60,627,948 25,000,000 
市内小中学校22校に対し、各学校の規模（児童生徒数）に応じ、
新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴って必要となる消耗品・
備品（消毒液、スポットクーラー、サーマルカメラ等）を購入した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止に必要な物品を購入す
ることで、児童生徒の安全な教育環境の確保に努めることが
できた。

TRUE

46 文化芸術振興費補助
金

社会教育課

①文化施設の感染症防止対策として赤とんぼ文化ホール空調設
備の換気機能向上のための改修を行う。
②空調設備改修に係る経費
③赤とんぼ文化ホール

R2.7.1 R3.2.26 29,700,000 10,000,000  新型コロナウイルス対策として空調設備の換気機能向上のため
吸収式冷温水機の改修を行い、予定の工期内で完了した。

ホール内の換気機能が向上し、安全で快適な公演・貸館事
業を行うことができた。

TRUE

47 播磨高原広域事務組
合事業

企画課

①学校再開に伴う感染症拡大防止及び臨時休校の影響による授
業実施に備え必要な措置を講じる。
②負担金（組合小中学校への感染症拡大防止対策及び臨時休
校対策として）
③播磨高原広域事務組合

R2.4.1 R3.3.31 2,160,000 2,000,000 

新型コロナウイルス感染症対策用消耗品の購入、備品の整備とし
て、スポットクーラー10台、・サーキュレーター10台、網戸、自動水
栓、消毒液、非接触型体温計、衛生用品等を計画どおり購入し
た。

新型コロナウイルス感染症対策に対応するため学校での必
要な物品を速やかに整備ししたことにより、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止に寄与した。

TRUE

48
新型コロナウイルス感
染症拡大防止協力金
事業

商工振興課

①県と市町で協調し、県の要請で時短営業に協力した飲食店等
の店舗に対し、協力金を支給
②飲食店等の店舗を運営する事業者に対して支給する協力金
③県が要請する期間内に、当該要請に応じて時短営業（休業を
含む。）を行った店舗の事業者

R3.2.17 R3.8.2 13,936,000 9,600,000 事業者支援として、193者に19,300,000円交付予定であったが、う
ち156者、13,936,000円（実施率72％）交付を実施した。

対象事業者156件に支援金を支給し、新型コロナの影響を受
ける事業者への経営支援に寄与した。

FALSE

計 1,700,064,024     1,130,595,000      
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